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宮 崎 県 ・ 宮 崎 地 方 気 象 台 
 



宮崎県気象月報の解説         

平成 25 年１月 1 日 

気象官署気象月表（宮崎地方気象台、延岡・都城・油津特別地域気象観測所） 
日  界 24 時（日本標準時） ただし、最深積雪と降雪の深さの合計は 21 時 

平均気圧（hPa） 

 

現 地 観測地点の高さにおける気圧 毎正時 24 回の平均値 

海 面 東京湾平均海面の高さに換算した気圧 毎正時 24 回の平均値 

 

気 温（℃） 

 

平 均 毎正時 24 回の平均値 

 最 高 00 時から 24 時までの最高値  

最 低 00 時から 24 時までの最低値  

平均蒸気圧（hPa） 毎正時 24 回の平均値 

相対湿度（％）  平 均 毎正時 24 回の平均値 

最 小 00 時から 24 時までの最小値 

平均雲量 10 分比 雲量は全天空を 10 としたときの雲に覆われた部分の見かけ上の割合 1 日 4 回（03、09、15、21 時）の平均値 

延岡、都城、油津は観測値なし 

日照時間（hr） 1 日の合計値 0.0 は不照 

全天日射量（MJ/㎡） 1 日の合計値 延岡、都城、油津は観測値なし 

 日合計  毎正時（01 時から 24 時）の合計値 0.0 は 0.5mm 未満 －は降水なし 最小単位は 0.5 ㎜ 

降 水 量（mm） 最大 1時間 00 時 01 分から 24 時 00 分までの任意の前 1時間降水量の最大値  

最大 10 分 00 時 01 分から 24 時 00 分までの任意の前 10 分間降水量の最大値 

最 深 積 雪（㎝） 

 

21 時を日界として、1日 3回（09・15・21 時）の観測値および大雪時の積雪臨時観測値の中の最大値 

0 は 1cm 未満、－は積雪なし 延岡、都城、油津は観測値なし 

降雪の深さ合計（㎝） 21 時を日界として、1日 3回（09・15・21 時）の合計値 0 は 1cm 未満、－は降雪なし 

延岡、都城、油津は観測値なし 

 

風向風速（m/s）

平 均   毎正 10 分の 10 分間平均風速（6×24＝144 回）の平均値 最小単位は 0.1m/s 

最 大 1 日の各 10 分間平均風速の最大値とその時の風向（風の吹いて来る方向） 

最大瞬間  1 日の瞬間風速の最大値とその時の風向（風の吹いて来る方向） 

天 気 概 況 昼間（06 時～18 時）と夜間（18 時～翌日 06 時）の天気を総合して平文で表したもの 

延岡、都城、油津は観測値なし 

大 気 現 象 観測した大気現象を記号で表したもの（記号の名称は別表を参照） 空欄は現象なし 

上・中・下旬、月 各旬および月の平均値または合計値   
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平 年 値 1981 年から 2010 年までの 30 年間の平均値  

風向別頻度（％） 毎正時の風向から風向別の観測回数を合計して月間の風向別百分率を表したもの 右下の（）内は静穏率 

月最大 24 時間降水量（mm） 前月末日の13時の前 1時間降水量から翌月1日の 12時までの前1時間降水量を対象とした連続する任意の24時間

降水量の最大値 

最低海面気圧（hPa） 海面気圧の月最低値 

日照率（％） 月間日照時間を月の可照時間で割り百分率で表したもの 

 
 
記号の説明 

D ： 正常値 
D）： 準正常値   統計を求める資料が 80％以上ある場合 
D］： 資料不足値 統計を求める資料が 80％未満の場合 
D#： 疑問値   観測した結果にかなり疑問がある場合 
× ： 欠測    統計を求める資料が全て欠測または資料不足値の場合  
― ： 現象なし 

 

 

 

地域気象観測気象月報 

日  界 24 時（日本標準時）  
 
降 水 量（㎜）

 
 

日合計  毎正時（01 時から 24 時）の合計値 0.0 は降水なしまたは 0.5mm 未満の降水 最小単位は 0.5 ㎜  
最大日降水量 月間の日降水量の最大値 
最大 1 時間 00 時 01 分から 24 時 00 分までの任意の前 1時間降水量の月間の最大値 

最大 10 分間 00 時 01 分から 24 時 00 分までの任意の前 10 分間降水量の月間の最大値 
 
気 温（℃） 
 

平均気温 毎正時（01 時から 24 時）24 回の平均値 
最高・最低 00 時から 24 時までの最高値および最低値 
積算気温 日平均気温が 10℃以上の日の観測値を積算し、少数第 1位を四捨五入した値 

 
風向風速(m/s) 

 

平均風速 毎正 10 分の 10 分間平均風速（6×24＝144 回）の平均値 最小単位は 0.1m/s 
最大風速・風向 1 日の各 10 分間平均風速の最大値とその時の風向（風の吹いて来る方向） 
最大瞬間・風向 1 日の瞬間風速の最大値とその時の風向（風の吹いて来る方向） 

最多風向 01 時から 24 時までの毎正時の 24 回の風向の中で最も多い風向 

- 2 -



 

日照時間（ｈ） 日合計値 0.0 は不照 
 
 
記号の説明 
 

D ： 正常値 
D）： 準正常値   統計を求める資料が 80％以上ある場合 
D］： 資料不足値 統計を求める資料が 80％未満の場合 
D#： 疑問値   観測した結果にかなり疑問がある場合 
× ： 欠測     統計を求める資料が全て欠測または資料不足値の場合 

 
 
 
 
 
 

大気現象記号一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 名称 記号 名称 記号 名称

 雨  雪  みぞれ

 霧雨  雪あられ  氷あられ

 細氷  凍雨  ひょう

 もや  霧  低い霧

 地霧  露  霜

 霜柱  結氷  積雪

 たつ巻   煙霧  ちり煙霧

 煙  黄砂  降灰

 じん旋風  砂じんあらし  しぶき

 雷電  雷鳴  電光
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平成 25 年 1 月 1 日現在 

気 象 観 測 所 一 覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎 ○ ○ ○ ○ 宮崎市霧島 5-1-4 31 56.3 131 24.8 9 25.5

延岡 ○ ○ ○ ○ 延岡市天神小路 255-4 32 34.9 131 39.4 19 19.2

都城 ○ ○ ○ ○ 都城市菖蒲原町 3-23 31 43.8 131 04.9 154 12.4

油津 ○ ○ ○ ○ 日南市油津 4-12-1 31 34.7 131 24.4 3 10.0

高千穂 ○ ○ ○ ○ 西臼杵郡高千穂町大字押方字宮野原 32 42.7 131 17.4 350 8.0

古江 ○ ○ ○ ○ 延岡市北浦町古江 32 42.7 131 49.2 14 10.2

鞍岡 ○ ○ ○ ○ 西臼杵郡五ヶ瀬町大字鞍岡 32 38.6 131 09.4 590 6.5

日向 ○ ○ ○ ○ 日向市大字塩見字出兼 32 24.5 131 36.0 20 9.3

神門 ○ ○ ○ ○ 東臼杵郡美郷町南郷区神門 32 23.1 131 19.9 250 6.5

西米良 ○ ○ ○ ○ 児湯郡西米良村大字村所 32 13.8 131 09.1 250 6.5

高鍋 ○ ○ ○ ○ 児湯郡高鍋町大字蚊口浦 32 07.4 131 31.6 4 8.0

加久藤 ○ ○ ○ ○ えびの市大字永山 32 02.8 130 48.6 228 6.5

西都 ○ ○ ○ ○ 西都市大字黒生野 32 03.8 131 24.8 8 10.0

小林 ○ ○ ○ ○ 小林市南西方地内 32 00.0 130 57.2 276 9.3

青島 ○ ○ ○ ○ 宮崎市青島西 31 48.2 131 27.6 8 9.5

赤江 ○ ○ ○ － 宮崎市大字赤江 31 52.6 131 26.9 6 7.6

串間 ○ ○ ○ ○ 串間市大字西方字平山 31 27.9 131 13.2 20 6.5

日之影 ○ － － － 西臼杵郡日之影町大字七折字滝上下 32 40.9 131 24.4 262 －

都農 ○ － － － 児湯郡都農町大字川北 32 17.0 131 32.5 61 －

諸塚 ○ － － － 東臼杵郡諸塚村大字家代 32 31.0 131 20.1 150 －

北方 ○ － － － 延岡市北方町川水流卯 32 33.7 131 31.5 30 －

椎葉 ○ － － － 東臼杵郡椎葉村大字下福良 32 28.5 131 06.2 517 －

えびの ○ － － － えびの市大字末永 31 56.7 130 50.4 1150 －

高原 ○ － － － 西諸県郡高原町大字西麓 31 55.7 131 00.4 211 －

野尻 ○ － － － 小林市野尻町大字紙屋 31 57.4 131 09.4 182 －

国富 ○ － － － 東諸県郡国富町大字須志田 32 00.4 131 17.8 66 －

山田 ○ － － － 都城市山田町山田 31 48.8 131 02.3 165 －

深瀬 ○ － － － 日南市大字酒谷甲 31 38.2 131 15.0 130 －

緯度（度分） 経度（度分） 海面上の高さ 風速計の高さ観測所名 雨 所在地風 気温 日照
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                       気 象 観 測 所 配 置 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測所の種類 

 ■：気象台 気圧 、気温、湿度、降水量、風向風速、日照時間等 

 ■ ：特別地域気象観測所 気圧 、気温、湿度、降水量、風向風速、日照時間等 

 ■ ：地域気象観測所 気温、降水量、風向風速、日照時間

  ■ ：地域雨量観測所 降水量

 ■ ：地域気象観測所 気温、降水量、風向風速

観 測 要 素
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農事概況

普通作物

１ 早期水稲

７月の気象条件は高温多照で、このため登熟は順調に進み成熟も平年より

早くなった。

収穫は串間市で１８日から始まり、県全体の収穫始期は平年より２日早い

２４日であった。県全体の収穫最盛期は２８日で平年より３日早くなり、７

月末までの収穫進捗率は約７４％であった。

穂いもちなど病害虫の発生は少なく、倒伏の発生も少なかった。

２ 普通期水稲

移植の早かった県北山間地等では、月末より幼穂形成期に入った。

県全体の生育は高温多照のため生育は旺盛となり、茎数は平年より多く確

保出来ている。山間地の一部で少雨による水不足のところが見られる。

病害虫の発生は、中山間地を中心に葉いもちの発生が多く、県全体でも注

意報が発令された。気温が高く小雨であるため、ウンカ類の発生が増えてい

る傾向にある。

３ 大豆

７月は好天であったため播種は上旬より始まり、順調に行われ月末までに

は概ね播種を終えた。発芽は一部で高温過乾燥による発芽不良があったが、

全体的には良好で、その後の生育も順調に経過している。

野 菜

１ 果菜類

果菜類については、露地及び雨よけ栽培が収穫時期であるが、初旬の梅雨

明け前の降雨により樹勢低下や流れ果の発生がみられた。上旬の梅雨明け以

降は草勢も回復し、収穫量は増加傾向となったが、降雨がなく乾燥による葉

の萎れや日焼け果および尻腐れ果等の障害果の発生が多くみられた。

露地・雨よけきゅうりは収穫量も徐々に増えてきたが、高温・乾燥の影響

により草勢低下が見られ、先細り果等の生理障害の発生やベト病、炭そ病等

の病害の発生が見られる。
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露地にがうりは、初旬の天候不良により流れ果の発生が多かったが、天候

回復とともに着果が良好となったため、着果負担も大きく、また、降雨不足

による草勢低下がみられ果実肥大が悪く、うどんこ病、斑点細菌病、炭そ病

等の病害の発生が多くみられた。

夏秋ピーマンでは、高温・乾燥の影響により、尻腐れ果、日焼け果、赤果

の発生が多く、また、水分不足による葉の縮れが見られるなど草勢は弱い。

アブラムシ、アザミウマ類の発生が見られる。

雨よけのトマト類では、初旬の天候不良により流れ果が悪く、３花房程度

に着果が見られない。ピーマン同様高温・乾燥の影響による尻腐れ果、日焼

け果の発生や、一部では葉の縮れもみられ、草勢は低下している。コナジラ

ミ・ハモグリバエの発生が多い。

２ 露地野菜

かんしょの早掘り栽培は収穫期である。干ばつで塊根の肥大が早く収量も

多収となっているが、普通堀では土壌が乾燥し萎れなど地上部の障害が見ら

れる。また、鱗翅目幼虫による食害も多く見られる。

さといもは早生種の収穫期である。干ばつで葉の枯れ上がったほ場が散見

される。塊茎の肥大は遅れているが、水晶芋の発生が懸念されることから、

収穫は順調に進んでいる。

ごぼうの春まき栽培は生育期である。干ばつの影響で肥大がやや遅れてい

る。

オクラは順調な生育であるが、一部で高温により果実の色あせなど品質低

下が見られる。

しょうがは高温干ばつの影響で生育遅延とメイガや白星病の被害が見られ

る。

果 樹

１ 常緑果樹

露地温州みかんは極早生温州で果実肥大期で、結果量は樹によりばらつき

がみられるが、平年並からやや多かった。降水量が少なく、肥大が悪かった。

日焼け果の発生がやや多かった。糖度は平年よりも高く、クエン酸は低かっ

た。早生温州は果実肥大期で果実肥大が悪く、糖度が高くクエン酸含量が低

い傾向であった。施設栽培は成熟期で、結果量は多く、高温による果皮の萎

びが一部で見られた。

完熟きんかんは２番花開花～幼果期で、６月下旬に開花した１番花につい

ては結果量は少なかった。７月下旬に２番花の開花を迎えた。アザミウマ類

の被害果は少なかった。
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日向夏の露地栽培は果実肥大期で、結果量は平年並からやや多かった。平

年よりも早く日焼け果の発生が見られた。糖度は平年並みからやや高く、ク

エン酸含量は平年並みからやや低かった。施設栽培は果実肥大期で、果実肥

大は平年並みであった。糖度、クエン酸含量は露地と同様であった。

へべすの露地栽培は果実肥大期で、結果量が前年よりも少なかった。一部

園地で日焼け果の発生がみられた。施設栽培は収穫期であった。

ゆずは果実肥大期で、結果量は園や樹によるバラつきが大きいものの、平

年並みからやや多かった。平年よりも早く、中旬から青ゆずの収穫が始まっ

た。

マンゴーの早期出荷の作型は、第１新梢緑化から第２新梢緑化期で、剪定

の早い園地では、第３新梢の発生が見られた。新梢発生のサイクルが早い傾

向にあった。新葉に高温によると思われるやけの症状が見られた。後期出荷

の作型は、収穫期から新梢発生期で、一部の園地でシワ果、軟果の発生、高

温による青落ちが見られた。剪定後の新梢の発生は良好であった。

２ 落葉果樹

ぶどうは、ハウスピオーネで収穫期で、平年並みであった。少雨のため果

実肥大が悪い園地が見られた。ピオーネのトンネル栽培は着色期で、糖度は

例年より早く上昇しているが、高温のため一部で着色不良がみられた。サニ

ールージュの大型トンネル栽培は収穫期で、一部で裂果の発生が見られた。

高温の影響による葉の黄化、落葉が発生した。ハニービーナスの大型トンネ

ル栽培は収穫期で、平年より２週間程度早かった。キャンベル・アーリーの

トンネル栽培は収穫期で、出荷時期は平年並みであった。高温の影響による

着色不良が発生した。醸造用ブドウの屋根かけ栽培は果実肥大期で、結果量

は平年並みからやや多く、べと病の発生は少なかった。

なしは果実肥大期から収穫期で、愛甘水が７月２４日より収穫開始となっ

た。生育は平年よりも７日程度早く、豊水の一部で果実肥大不良が見られた。

くりは生理落果期から果実肥大期で、着果量は平年並みで、少雨による生

理落果が散見された。毬の大きさは平年並からやや小さかった。

かきは果実肥大期で、 結果量は平年並みからやや多かった。果実肥大は平

年並みであった。

ももは花芽分化期であった。

うめは完熟落果終期で、開花が早かったため中旬に収穫が終了した。収量

は昨年よりもやや多く、すす斑病の発生は少なかった。

花 き

７月出荷作型「フローラル優香」は、高温の影響と思われる貫生花や花弁

のねじれ等の奇形花の発生が見られた。８月出荷作型分についは７月末から
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収穫が始まっており、高温の影響で品質が低下した。

スイートピーについては高冷地において種子冷蔵処理が始まった。一部高

温による発芽不良が見られた。

沿海地域のデルフィニウム：エラータム系は７月中旬から夜冷育苗が開始

されている。

日中の高温の影響で葉が白化する症状が発生している。

高冷地については本葉５～６枚程度で、極早生品種で早期抽だいの発生が

見られる。

沿海地域のトルコギキョウは6月下旬から始まった播種が今月中旬に終了し、

種子冷蔵中。下旬から種子冷蔵後の夜冷育苗が始まっている。中山間地域で

７月出荷分の出荷が行われた。高温によるチップバーンの発生が見られる。

また、継続的に定植が行われている。

ホオズキは７月出荷が上旬から行われた。生育初期の低温の影響による生

育遅れや着果不良が見られたが、その後の生育が順調で品質が優れた。８月

出荷作型では中旬にエスレル散布が実施され、着色ムラや着色の遅れが見ら

れたが、シミの発生はおおむね少ない。病害虫では白絹病、ネクトリア等の

発生が見られたほか、アザミウマ類、ハダニ、コナジラミ等の発生が見られ

た。

特用作物

１ 茶

三番茶摘採期であった。沿海地域では、７月上旬から三番茶の摘採が始ま

った。収量・品質は平年並みである。

中部、南那珂、北諸県、西諸県、児湯地域では、桜島の噴火による降灰が

見られたため、洗浄機やスプリンクラー等での除灰対策を行った。

全体的に、カンザワハダニ、チャノミドリヒメヨコバイ、チャノキイロア

ザミウマの発生が多く、一部の茶園では黒葉腐病の発生も見られた。

降雨が極端に少なかったことから、スプリンクラーによるかん水が実施さ

れた。

２ 葉たばこ

収穫期であった。収穫作業は平年よりやや早く始まった。

６月下旬の連続降雨の影響により糸状菌病害が拡大し、また、梅雨明け後

の高温で立枯病発生もやや多かった。

梅雨明け以降の急激な高温と強日射により、活力が低下（消耗）している

ことから、収量への影響が懸念される。
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畜 産

１ 家畜

今月は暑い日が続き一部の家畜で生産性の低下が見られた。ブロイラーで

は処理羽数、重量ともに先月より低下した。肉豚については、出荷頭数は先

月よりも増えたが、上物率、重量ともに低下した。生乳生産量は７，０１２

ｔで先月比９６．９％と減少した。乳質も先月よりも低下傾向にあった。

２ 飼料作物

トウモロコシは早播き（３～４月播種）で糊熟期～黄熟期であり、順次刈

り取りが行われている。遅播き（５～６月播種）についても天候に恵まれ生

育は順調である。収穫の終わったほ場では二期作の播種が順次行われている。

ソルガムは出穂期を迎え、生育は順調であり、一部収穫が行われている。

飼料イネ、飼料米の作付はほぼ終了し、分げつ期～出穂期となっている。

雨量不足により水を貯められず、除草が困難なほ場も見られる。

- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



- 30 -



平成25年7月 雨　量　月　報1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 合計 最大ダム地点 19 6 36 4 0 4 1 0 0 0 0 10 2 1 0 0 0 15 0 9 37 1 0 0 0 27 1 0 0 0 0 173 19 15 /31大崩 5 1 82 4 0 2 1 0 0 0 0 32 0 0 0 0 0 34 0 9 22 0 0 0 0 42 0 0 2 0 0 236 29 12 /313 5 26 7 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 0 0 0 1 0 93 13 7 /31ダム地点 3 2 79 84 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 30 1 0 0 0 0 209 33 7 /31上古園 5 3 84 103 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 63 1 0 0 0 0 261 31 8 /31ダム地点 3 5 17 16 0 1 0 0 0 0 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 0 0 0 0 0 117 41 7 /31吾味 7 2 89 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 33 1 0 0 0 0 173 24 7 /314 8 46 9 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 70 20 6 /30ダム地点 12 6 61 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 99 31 4 /31河の口 12 3 40 16 0 1 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 77 18 7 /315 10 15 65 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 117 18 6 /31ダム地点 0 3 74 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 101 31 6 /31槻木 2 3 37 7 1 32 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 2 0 13 0 0 132 21 10 /312 1 70 26 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0 0 117 30 8 /31ダム地点 1 8 46 14 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 2 0 0 76 31 7 /31須木 1 5 48 15 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 4 0 0 78 30 7 /31堂屋敷 3 4 50 20 0 13 4 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4 0 0 8 1 0 115 26 11 /31ダム地点 1 14 26 45 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 92 21 7 /31木浦木 6 2 72 32 0 9 0 0 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 0 11 1 2 172 26 10 /31猫坂 1 10 43 12 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 1 2 80 32 13 /31巣ノ浦 5 5 31 19 2 19 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 1 1 5 11 0 113 12 12 /31阿母ヶ平 1 16 28 18 2 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 0 0 2 2 0 84 14 11 /314 4 2 25 2 32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 71 17 7 /31ダム地点 2 11 1 25 5 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 13 6 /31白木俣 2 8 3 26 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 45 20 7 /31

降水日数
長谷ダム
沖田ダム祝子ダム渡川ダム松尾

日南ダム

立花ダム綾北ダム

観測所

瓜田ダム田代八重ダム
広渡ダム
綾南ダム岩瀬ダム
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